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【基調講演】  









考え難い。現在 GWAS（genome-wide	 association	 study)	 により疾病感受性遺伝























リント遺伝子 IGF-2 等）が進んでいる。同時に Personalized	 epigenetic	 
signature,	 epimutation 等の新たな概念から早期介入による疾病予防の有効性
が明らかとなりつつある。このトレンドは、DOHaD に基盤を置く新たな医療体系、
創薬の時代を迎えつつあるとも言え、まさに先制医療が芽生えつつあると言え
る。	 
  
